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On　al－Muqaddasi’s　AIPsan　a彦一Taqdsim　fi．Ma‘7加’
　　α1・ノ1qdilim（The　FiRest　ClassificatioR　of　the
　　　　　　　K亘owledge　of　the　Provinces）
Shin　TAKEDA
　　　A　｛isan　al－Tagas＿zme！彦Ma‘rtfal　aみAgδ／iM　by　a1＿］N4uqaddasl　is　one　of　the
most　valuable　worl〈s　in　the　field　of　the　science　of　roads　a且d　rea玉ms．　The　author
belonged　to£he　Balkhi　school　act呈ve　in　the　10th　century．　　He　compiled　this　book
　　　　　　　　　　　　based　o且what　he　personally　observed，　hear（i　fro］M　trustworthy　people　and　read　at
libraries　in　the　course　of〕〔nany　years，　t／ravelling．　In　arranging　these（亙ata　he　was
quite‘scient圭fic，圭n　the　sense　that　he　rigorously　rej　ected　any出呈簸g　which　was　not
con壼rnled　by　exper玉ence．　　He　made　an　attempt　to　inake　his　boOk　a　systematic
£opography，　classi五ed　exhaustively　every　part　of　the　Islarnic　Empire。　　In
additioiユ，　he　did　not　spare　himself　in　writi頁g　in　all　attract量ve　style．　As　a　result
it　pasSeS　for　a　literary　work，　tOO．
1
　ムカッダスィーal－Muqaddasiの『諸州の知識に関する最良の区分の書』K．　Ahsan　at－TaqEslrn
fr　Ma‘rifat　a1－AqElim　lま中世イスラーム記述地理学の主流「諸道と諸繭の学」における傑作の一
つである．
本稿ではこの地理書の成立過程を考慮しつつ，この書の特徴をその序論を基に紹介してみる1＞。
II
　　「諸道と諸国の学」は9世紀後半，イブン；ホルタ㌧ズベIb無Khur醸dhbih（885年以後没）の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v　　　　　　　　v
『諸道と諸嗣の書』K．a1－Masdlil〈wa’1－Mamalikという，行政官用の便覧で机上の産物たる道
量記・地誌や，ヤアクービーal－Ya‘qub正（897年以後没）の『国々の書』K．　a1－BuldEnという，
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輿らの旅行に基づく，より本格的な地誌を中心に成立した．10世紀に入ると，前者の便覧を継承
したジャイハーニーal－Jay肱ni（942年没）の『諸道と諸困の書』，及びクダーマQudamah（948
年没）の『地租と書記術』K．al－Khar晦wa§an‘at　a玉一KitEbahの一部と並び，新たに後者の系
　　　　　　　　　　　　　　　　
統からバルヒーBalkhl学派の諸作品が出現し，「諸道と諸国の学」はイスラーム地理学界で確
　　　　　　　　　口
固たる地位を占めるに蚕った．
　バルヒー学派の特長は，記述の対象地域を居住世界全体ではなくイスラーム圏に限定すること，
理論上のr気候帯」に代わり実際的な「州」によって区分すること2），各州ごとに地図（道案内
の略図に等しい）を配置することである3）．このイスラーム圏だけの記述，しかも当聴の政治・
文化の申心地イラークではなく宗教上の中心地アラビアから記述を始めること，コーランに従っ
た2大海の描写が世界地図に見られること4）などは，この学派のイスラーム的色彩の濃さを感じ
させる．また，ギリシァのプトレマイオス他の天文地理書からイスラーム世界が導入した£気候
帯」と，経緯度に基づく地図とを採用せず5），サーサーン朝の行政地理書から継承した非アラブ
州の区分と各州の地図の形状を採用することに，ペルシァの影響の強さが感じられる．
　まずバルヒー（934年没）が『諸州の姿の書』K．＄uwar　a1－Aq離mを著した．この書は，ム
カッダスィーによれぱ，大地（恐らくイスラーム圏）を20の部分（州）に分け，それぞれを地図
で表し，説明を付したものであった6）．次いでイスタフリーal－1§takhri（951年以後没）がバル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ピーの書を基礎にして『諸道と諸国の書遍を著した．これはペルシア語やトルコ語にも訳された
程で，評判をとった書である？）。まずこの書の方針及び1葉の世界地図を伴った世界の海洋と虫
な土地の簡単な紹介に始まり，本論たるイスラーム圏の記述に入る．イスラーム圏がアラビア
DiyEr　al－‘Arab・ファールスFaris海（インド洋北西部）・マグリブal－Maghrib（北アフリカ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V
［アンダルスa1－Andalus（イベリア半島南部）を包含］・こ〔ジプトMi§r・シリアash－ShEm・ルー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 v　　v
ムar－RUm海（地中海）・ジャズィーラal－Jazirah（上メソポタミア）・イラークal－‘lrEq・フー
ズィスターンKhitzistEn・ファールス・ケルマーン　KirmEn・スィンドas－Sind・アルメニア
　　　　　　　　
Arminiyahとアルラーンar－REnとアゼルバイジャーンAdharbayjER（まとめてカフカス）・ジ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V
バールal・JibEl（メディア）・ダイラムad－Daylam（現在のギーラーン）。ハザルa1－Khazar海
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口
（カスピ海）・ホラーサーンKhurEsEn沙漠（イラン大沙漢）・スィースターンSijistan・ホラー
　　　　　　　　　　　　　v
サーン・マー一＝ワラー一＝アンナフルMa　warぎan－Nahr（トランス・オクスィアナ）［ホラズム
Khuw翫rizmを併記1の20州に分けられ，各州が地図を伴って1章をなし，それぞれの州の範囲，
v
主な地方や都市，旅程などが叙述されている．但し彼の出身地ファールス州だけは，更に風土，
入聞，財源といった項目の説明がある8）．
　更にイブン＝ハウカルIbn　Hawqal（988年以後没）がイスタフリーの書を改正・増補して岡名
の書（別名ガ大地の姿の書』K．§itrat　al－Ard）を著した．この書の内容はイスタフリーの書と
ほぼ同じだが，マグリブ・アンダルス・シチリア§iqilllyahには全般的に独自の記述が見られ，
エジプト・イラーク・アルメニア・ホラーサーン・マー・ワラー＝アンナフルも一部修正されてい
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る．また地図はかなり詳しく，進歩を翼せている（尤も，道案内図的なものの延長であることに
は変わりない）9）．彼自身はイブン＝ホルダーズベ，クダーマ，ジャィハーニーの書を携えて旅を
し，スィン5“でイスタフリーと出会い，後者の書の改訂を依頼されたと言っている1°）．イブン讐
ハウカルの書はその後アンダルスで要約が現れる11）。
　そして最後に，本稿で扱うムカッダスィーの地理書が現れる．これは上記の「諸道と諸国の学」
の他，ジlv　一ヒズaZ－Jaljiz（869年没）の『国々の書』（別名『諸都市と閣々の奇事との書』K．
al－Am鱒r　wa‘Aj蕊’ib　al－BuldEn）やイブン＝アルファキーフIbR　al－Faqih（903年以後没）の『国
々の書』といったアダブ（入文教養学）的記述地理学「国々の奇事の学」の影響も強く見られる．
更には天文表勾を用いる天文数理地理学「経度と緯度の学」の要素さえ一部には取り入れられ
ている．
III
　ムカッダスィー（又はマクディスィーa1－Maqdisi）或はバッシャーリーal－BashshEriの名で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VV
知られる12）Shams　ad－Dln　AbポAb6　A1瓶h　M晦am艶ad　b．　A募mad　b．　Abi　Bakr　al－Bannza’
　　　　　口
ash－ShEmr　ai－Muqaddasi　al－Bashshariはその名が示すようにal－Bayt　al－Muqaddas（Bayt　al－
V　V　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VV
iMaqdis）即ちイェルサレムに945年頃生まれたらしい13）．父方の祖父Abit　Bakrはエジプトとシ
リアの統治考イブン＝5ウールーンIbn　7’UIUn（在位868年一884年）のためにアッカー‘Akkaの
港門を建設した，イェルサレム在住のパレスティナ人建築家banna’であり，母方の祖父Abu
’t－Tayyib　ash－Shawzaは一族18入を引き連れてダイラムのB宝y翫村からイェルサレムに移住し，
　　　　　v　　v
息子達と建築業を営んでいたようだ14），
　ムカッダスィーは裕福な家庭に育ち，イスラーム法学を始めとする宗教諸学と言語諸学の充分
な教育を受けた1δ）。一説ではその後バグダードに行き，更に硯讃を積んだととも言われる16）．
967年に初めてメッカMakkah巡礼を行ない，以後，アンダルス全域・スィ～スターンとスィン
ドの大部分・イェ　一一メンal－Yamanの一部を除く金イスラーム圏を巡り歩いた17），
　当時のイスラーム世界はアッバース朝の中央集権体制が終焉を告げ，その領土の東部ではサー
マーン朝，中部ではブワイフ朝，西部ではファーティマ朝が覇を唱え，以前からのアルダルス・
マグリブに加え各地に独立・半独立の王朝が併存する時代であった．しかし，こうした政治的分
裂にもかかわらず，社会・経済的にはイスラーム圏内部の統一が保たれており，その中を自由に
通行することができた．
　彼はこの諸州遍歴の間，「旅入に関係のあることなら，物乞いと大罪を犯すこと以外は何でも
した．法学と文学の講義に出席し，苦行者・敬神者となり，法学・文学を教え，演壇に上って説
教をし，尖塔から礼拝時劾を告げ，モスクで導師を務め，会衆モスクで訓謡を垂れ，学林に足繁
く通い，集会で神の加護を祈り，会議で話し，神秘主義者達とharlsah（小麦汁），行考達と
tharid（肉汁），水夫達と‘a§rdah（小麦粥）を畷り，夜中にモスクから追い出され，荒野を放浪
V
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　105
し，沙漠を彷径い，暫く身を慎み通すかと思えば，公然と禁断の実を食べ，レバノンLubnan
山の敬神者達と親しくなり，時としてスルタンと交わり，奴隷達を所有し，籠を頭に乗せて運び，
幾度も溺れそうになり，隊商の道がとだえ，法富達や高宮達に仕え，スルタン達や宰相達に話し
かけ，道中でならず者達と親交を結び，市場で品物を売り，牢に闘じ込められ，聞者との嫌疑を
掛けられ，軍船上のルーム人の戦闘や夜中のキリスト教徒の打鐘を騒撃し，賃金をもらって書物
を皮綴じし，法外な値段で水を買い，駕籠や馬に乗り，熱風や雪の中も歩き，貴人達に交じって
露庭内に泊まり，織工地区で無学な者達の間に住んだ，……18）」
　宗教関係の職種が多いが，彼はイラークのワースィトWasi‡でムアーウィヤ（ウマイヤ朝初
代カリフ）賛美に異議を唱えてアリー（第4代正統カリフ）を持ち出したり，ファーティマ朝フ
スタートal－Fustatをイスラーム圏第1の都と護えたりすることなどから，或はイスマー・K一ル
派の宣伝員d厳であった可能性もある19）．少なくともシーア派的傾向を多分に持っていたことだ
けは確かである．然るに，法学ではハナフィー学派を擁護しており，行く先々で法学港の集りに
顔を出してはこの学派のために意見を吐いている2e）．また，ムウタズィラ派や，神秘主義的傾海
の強いサーリム派as－SEIimlyahやカッラーム派al－1〈arrarniyahの神学にも好感を持っていた2三）．
　そして，旅行中「諸州をパラサング測地して充分に知り，諸境を巡回して正確に定め，諸軍区
を訪閤して知り，諸法学派を調査して知り，方言や騰の色を理解して整理し，諸地方を熟考して
区分し，地租を調査して見積もり，また気候や水を吟味した」結果を駆使して，985年，40歳に達
した時，ファールス州都シーラーズShirEzで，独秘的な地理書を著した22）．彼はこれをまず学
　　　　　　　　　　　　　　　　v
者達を優遇したサーマーン朝に献げた（所謂コンスタンティノープル写本Aya　S◎fia　No．2971）
が，3年後にはファーティマ朝のために少し手を加えた（所謂ベルリン写本Cat．　Ahlwardt，　No．
6033で『諸州の知識に関する最良の区分毒の書名を持つ）23）．
　その後の彼の消息は定かではなく，没年は991年以降と見られている24）．
IV
　ムカッダスィーはこの著書の前置きにおいて，まず神の世界劇造に対する讃辞に続き，「学者
達は自分達の足跡が消えないよう，名声がとぎれないよう書物を著すことに未だ熱心である．そ
こで，私は彼等の先例に倣い，彼等の慣用に従い，私が愚い出される学問を，私の主を満足させ
る，人類に有用なものを作り上げたい．学者達が諸々の学問にまず手を着け，初めて諸作品を著
し，然る後に後の者達が彼等に倣い，彼等の言葉を説明したり，要約したりしたのである．それ
で，私は彼等がなおざりにした或る学闘を志し，彼等がいい加減にしか述べなかった或る学術を
一入でやろうと考えた25＞．」という言葉で，何故この書を著すのかを示そうとする．
　次いで「その学問とは，イスラーム圏諸州の記述であり，諸州が有する沙漢・海・湖・］ll，そ
して有名な都と著名な慰，逓行される宿駅と使用される街道，薬箪と治療法の源泉，運搬品と交
易品の出所，各地住民の表現。音声・言葉。麟色の相違，彼等の法学派・度量衡・通貨。両替の
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相違，彼らの食物・飲物・果実・水・長断・短藤・輸出晶・輸入品，沙漠の危険地点，旅程の宿
駅数，塩地・岩地・砂地・丘陵・平地・山岳，石灰岩・砂岩とそれらの多少，豊かで肥えた地と
乏しく不毛の地，霊場と関所，特産品と風習，諸国と境界，寒冷地と炎暑地，makh訪f（イェー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v
メン諸地区）とru噸m（クルド人自治区），登録地と非登録辺境地，手工と学問，水の豊かな地
と木の多い地，manasil〈とmash頗r（共に巡糺儀礼の地）の叙述である26＞。1と述べ，何を書く
　　　　　　　　　　　　　　v
のかを説明している．
　更に「これは旅入・商人に必須な，敬神者・篤儒者に不可欠な部門であると認める。これは罵
主・高宮が欲し，法富・法学蓄が求め，庶民・名士が愛し，どの旅人にも役立ち，どの商人も恩
恵を得る学闇である27）．」と述べ，誰のために著すのかを明白にする．そして，この書をまとめ
るべく旅行中に行なった種々の努力を列挙した後，自分の書が正確なことを強調し，神の加護を
求めて前書きを終わる．
　次の序章は，まずr私はこの章を堅固な基礎の上に築き，強い柱によって支えた。正しさを求
めて努力し，思慮ある者の知牲に助けを求めた．誤謬を私から遠ざけるよう，希墾を私に達成さ
せるようアッラーに求めた．最高の基礎，最固の構造は，私が鳳撃して理解したもの，私が知っ
て述べたものである．その上に私は建物を上げ，柱と支えを作った．また，基礎や支え，説明に
利周したものには，知性ある入々への質闘や，遠くて私が行けない辺境の諸地域について無知や
曖妹さが見られない入々への質問がある．彼等の意見が～致する物事は認め，意見が異なる物事
は退けた．私が行って知らなければならぬ所はそこに赴き，私の心に落ち着かず，私の頭が受け
入れない物事は，述べた者に任せるか，『彼らが主張した』と雷った．また，諸Mの書庫の中に見
嵐した断片で以上を補った28）．」と，この書を建物に喩え，どのような材料をどのように用いる
のかを説明する．
　これに関しては，『私が目撃した基本項目の叙述灘の章に「幾人かの学考や宰相がこの部門につ
いて著述を不完全ながらも行なった．しかし，その大半，いや金部が彼等の伝聞によるものであ
る．私はどの州も残さず足を踏み入れ，どんな小さな基本項目でも知った．同隣に，探求，質問，
秘事の洞察を怠らなかった．私のこの書は3部に分けられる．第1は私が田撃した物事，第2は
私が儒頼の置ける人々から聞いた物事，第3はこの部門などについて著された書物に私が見出し
た物慕である．私はどの王の書庫も残らず通い詰め，すべての派の著作を調べ上げ，あらゆる人
々の意見を知った．またあらゆる行悲と交わり，どこの訓戒者とも会った．その結果，この部門
について私が墾んだものが出来上がった29）．」という，より明解な記述がある。
　序章では，次に「この学問において私に先んじた老は誰も，私が目差した道を取らず，私が意
図した利点を求めなかった．……これら（ジャイハニ・一一・バルヒー・イブン・アルファキーフ・ジ
ャーヒズ・イブン＝ホルタ㌧ズベの書）が，私が探し，求め，書庫と書物を引っ繰り返した後，この
部門で手に入れた文献である．私は彼等の権利を無視しないよう，彼等の作品を盗用しないよう，
必要な場合以外は，彼等が既に詑した物事は述べないこと，彼等が既に言及した物事は説明しな
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いことを心揚けた3°）．」と，先入達とどのように違い，彼等の書をどのように扱うのかを述べる．
　これもまた，『マグリブ』の章に「もし誰かが“あなたはこの州の奇事の多くを述べずに捨て
置いた”と言うならば，その人に対して“私より前の者が彼等の作品で述べた物事は捨てた”と
言おう．私の書が誇る点の一つは，他人が述べた物事は言及しないことであり，彼等の書の最も
粗野な点はその反対を行なったことである31）．」と，一部繰り返しが見られる．
　序章はその後，この学問は類推ではなく目撃・体験によるとの断誉や，簡略化した語匂や曖妹
な語の意味説明に続き，「私は高尚さと稀少さのために，この書に曖昧さと比喩を少し入れた．そ
して，確信のため論証を，確証のため逸議を，洗練のためサジュウ（押韻散文）を，天恵のため
伝承をこの書に取り入れた，更に，大衆が熟思した時に分かるよう，この書の大部分を敷循し，
学者が熟考した時に尊ぶよう，この書を法学の方法で整えた．また，探究のため相違する意見を，
用心のため機知に窟んだ話を述べた32）．」と，この書にどのような方法を取り入れるのかを明示す
る，
　そして，「私は様々な意味で町の描写を詳しくし，明白な利点のため各地の票情を述べ，極めて
必要なことなので道を明らかにし，よく広まった知識ゆえ州を地図に描き，より適切なことなの
で地方を区分した33｝．」，更に三つの情報源などの再度の言及を鋏んで，「私はイスラーム帝顯以
外は述べず，異教徒の国々は取り扱わなかった．なぜなら，私はそこに足を踏み入れたこともな
いし，そこについて述べることで何の利益があるとも思わなかったからである．但し，異教の地
にあるイスラーム教徒の居所は述べた．私はイスラーム帯国を14州に区分し，非アラブal－‘Ajam
諸州をアラブ諸州から分離した．次いで，各州の諸地方を区分し，娼都を置き，諸地方“都”を
述べ，町や軍区を並べたが，その前に，それらを地図に蓑し，境界線を描き，周知の街道を赤色
で明示し，金色の砂地を黄色，塩辛い海洋を緑色，周知の河川を青色，有名な山地を茶褐色にし，
その描写がすぐ分かり，特権層も庶民層も理解するようにした．アラブ諸州はアラビァ半畠・
イラーク・アクールAqUr・シリァ・エジプト・マグリブで，非アラブ諸州はマシュリクaL
Mashriq・ダイラム・リハーブar－Ri填b・ジバール・フーズィスターン。ファールス・ケルマー
　　
ン・スィンドである．そして，アラブ諸州の間に荒野が，非アラブ諸州の中央に沙漠がある34）．」
と，この書がどのようなプランをもって書かれるのかを説明して序章を終える．
　付言すれば，以下，第1部には『海洋と河擢の叙述』，『名前とその相違の叙述灘，『諸州の特
色の叙述』，『諸学派と庇護民の叙述』，『私が目撃した基本項目の斜述』，『意見の異なる諸所の叙
述』，『私が法学者のために要約した章』（各地方“都”とそれに属する町々の列挙），『世界の7
気候帯とキブラの方向の叙述』が続く．そして第2部は『イスラーム帝国の叙述』で始まる各州
の地誌となっている．
V
上記の序論から読み取れるこの書の特微の第1は，三つの情報源や法学書の著作方法を用いて，
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この書を科学書たらしめんとしたことである．
　三つの情報源のうち彼が主たる情報源としたものは，第1の自身が旅行中に鼠撃・観察した物
事である．「街道で，町から精々10パラサングの所を歩いていると，いつも隊商から離れ，真っ
直ぐ町を見に行った．時には男達を同行させ，夜道を仲聞の所へ煽った」ことや，フスタートで
聞いた金曜日の礼拝者の莫大な数を自分の眼で確認するまで信じなかったことに，彼の観察にお
ける熱心さと正確さが窺われる35）．こうした観察の結果は各州の地誌の至る所に見られ，アデン
‘Adanやイラーク南部湿地帯のal－BatE’ibのアラビア語方言とマシュリク・ダイラム・ジバー
ル各地のペルシア語諸方言の分析36），アラブ人・イスラーム教徒と他考とのアラビァ語正則度の
差の明示37），メッカのカァバと聖モスク・メディナal－Madinahの預欝者モスク・イェルサレム
のアクサー・モスクと聖域・ダマスクスDimashqのウマイヤ・モスク・フスタートのアムル及び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V
イブン・トゥールーン両モスクなどの描写38），各州の宗派・法学派・コーラン読諦法の網羅を始め，
ホラズム住規の頭形の異様さ，マグリブ住民の色白・碧眼といった記述39），ザムザムZamzam
の泉の水質変化，ティベリアスaレTabariyahの温泉治療，スィーラーフS械f沖海底の湧水の
利用といった記述40）など，例を挙げると切りがない。特に興味深いのは，乾燥地域が多いため
水の観察が極めて細かいことで，各地の生活が川・湖・泉・井芦・灌灘用水路・溜池のどの水源
に依存しているのか，更にその水が軽い，重い，甘い，塩辛い，美味い，不味い，良い，悪い，
まあまあ，健康的な，致死的な，消化の良い，下痢を催す，便秘させるといった表現で，どのよ
うな水質なのかを，必ず明らかにしている．
　第2の彼が出会った人から得た情報は，（a）情報源の入物と場所，（b）人物，（c）場所，を記す，
（d＞どちらも明示しない，の4通りに分かれる．例えば，（a）「アデンの海岸でAb9‘Ali　b．
耳銭zim……，彼は……を描いた．」「レイ　ar－Rayyで法学者Abu，ζ一Tayyib‘Abd　A肱h　b．
M晦ammad　aLJ段li1が私に告げて……と雷った，」「ダマスクスで法学者A聴‘Abd　All熱が・…・・
と雷うのを聞いた．」（b）「Shtifi‘b．　Mubammadが私に伝えて……と言った．」「法官Abu’1・
　　　　　　　　　　　　v
輩usayn　al－Qazwlnrが……と言うのを聞いた．」（c）「ボハラ8u選｝蕊瓶で或るエジプト人……，
彼は……と言った．」「ファルマーal－FarmdTで一団の人が……と述べるのを聞いた．」（c’）「ティ
ベリァスの人々が……と述べるのを聞いた．」「マグリブの或る長老……，彼は……と言っfc．　」
（d＞「或る長老が……と言うのを聞いた．」「商人の一団が……と雷うのを聞いた．」「或る男が……
と言うのを聞いた．」である41）．（a）（b）にはイスナード（伝承者系譜）を記述したものが含まれ
る．
　これらの情報源の大半が法富・法学着ということもあり，肉容は宗教的なもの，就中イスナー
ドなしの情報では，ミナーMinEでの金曜礼拝が舎法か，白墓での沐浴が可能かといったイス
ラーム法の解釈に関するものが圧倒的に多い42）．こうした情報は内容そのもののためと書うより，
ニーシヤープールNaysEbUr大守A醸M晦ammad　al－MikEli，注学者A磁耳Emid　al－
Baghulanl（993年没），法学者Sahl　b．　a§・§u‘luki（997年没）といった高名な指導者・有名な学
　V
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lO9
者との接触の誇らしげな証拠を示すため，雷わばこの書の格付けのために取り入れたきらいがな
いでもない43）．また，情報の申には，彼が正しいと見なすものだけでなく，疑いを持つものもあ
る．彼が疑問視する情報をも入れたのは，入々の間に誤って流布しているその構報を正そうとし
たためや，昔から信頼あるイスナードによってその情報が伝わって来たためであろうか．尤も，
イスナードによる情報の中には，アーイシャ‘A’ishah（預言者の妻）が語った預書者とアブー・バ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v
クル（初代正統カリフ）・ウマル（第2代正統カリフ）の墓の位置，預言者が定めた各地からの
巡礼者の各巡礼開始地点といったムカッダスィーが正しいと見なすものが数多く含まれている4軌
　第3の彼が著作物から得た情報は，（a）作晶名なり著者名なりを明記する，（b）どちらも明記し
ない，更には（c）無言だが引用と思われる，に大別される．（a）としては，ジャーヒズの『諸都
市の書毒K．al－Am瞬，イブン・ホルダーズベの書，イブン・アルファキーフの書，ジャイノx一ニ
ー の書，クダーマの『地稚の謝，バルヒーの書，イスタフリー［の：謝を始め，ワハブWahab
（733年没）の『始まりの書』K．a1－Mubtada，，シャイバーニーash－Shay肱n1（805年没）の融
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v　　v
綱の書』K。al－lkr論他，［ヌアマーンan－Nu‘man（974年没）］の『イスラームの柱の書壽K。
ad－Da‘a’im，シムシャーティーash－ShimshEti（987年没）の歴史書，　al－‘Ak痘［の歴史書］，［イブ
　　　　　　　　　　　　　　　　Nv．　v　　　　v
ン・ワハシーヤIbn　Wabshiyah（9世紀前半没）の？］『護符の書誰K．　at－TilasmEt，『大天文刻
　　　　　　　　　　　v
az－Zij　al－A‘聡m，『メディナ事情』Akhb激al－Madlnah，『バスラ事情』Akhbar　al－Ba§rah，更1こは
　　　　　　　　　　　　　　　　　v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v
アブー一一・＝マァシャルAbit　Ma‘shar（886年没）の占星術書，イブン・アルファキーフ他からの孫引
　　　　　　　　　　　　　v
きとも取れるイブン＝アルカルビーIbn　al－Kalbi（820年没）やイブン・クタイバIbR　Qutaybah
（828年没）やバラーズi］－al－Ba瓶dhur1（829年没）からの引周などが挙げられる45》．（b＞として
　　　　　　　　　　　　　　　v
は，ニーシャープールの或るカッラーム派長老の著書，ブワイフ朝震主アドゥド＝アッダウラ
‘Aφud　ad－Dawlah（在位949－983年）の書庫所有の書物や地図，ブワイフ朝宰相サーヒブa§－
S⑳ib（995年没）の書庫所有の書物と地図，サーマーン朝君主の書魔駈有の地図，ニーシt’・一プ
ールのAbu’1－QEsim　b．　al－Anmatti所蔵の地図，カリフ達の或る書庫所有の書物や，単に「或
る本で読んだ」「或る塞で見つけた」と詑すものがある46＞．
　（a），（b）の内容は海洋の数，アラビァやエジプトの収入額，マシュリクの区分，ホラーサーン
の特徴，双角主の堰の探険談，インド洋の形状など多方面に亙っているが，クダーマによるアラ
ビア他の収入額や，イスタフリーによるスィンドの町村名以外は，ムカッダスィーは必ずしも
すべて正しいと考えている訳ではない47）．（c）としては，イブン・ホルダーズベの『諸道と諸国の
書』やイブン＝アルファキーフの『国々の書＄などが挙げられるが，イラークやアハワーズaL
Ahxvaz（即ちフーズKスターン）の地租，イエーメン地方のmakhElifなどは前書から，潮汐に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v
関するカァブKa‘b（652年以後没）の意見，ハルカンドHarkand海（インド洋東部）域の描写
などは後者から，それぞれ引用したものと思われるl」S＞．
　そして，（a）の始めに挙げた主要な先人達の書には特に鏡評を加え，ジャーヒズとイブン＝ホル
ダーズベの書は「要約され過ぎており，余り役に立たない．」，イブン・アルファキーフは「大きな
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町以外は述べず，地方や軍区を並べなかった．また，不適切な知識を本に入れた．」その書は「ま
るでジャーヒズの書と『大天文表』を見るかのようだ．」，ジャイハーニーは「知られていない宿，
捨てられた駅を述べた．また，地方を分けず，箪区を並べず，町を描かないで手を抜いた．」彼
の書は「イブン・ホルダーズベに基づくことのすべてを含み，その上に建っている．」，バルヒー
は「有益な基本事項を述べず，有用な事柄を区分・配列によって明らかにせず，多くの主要な町
を捨て置き，述べなかった．」と記す49）．しかし，それらの異体例を示しておらず，説得力を欠
く．ムカッダスィーの鋤評には，それにより彼等の書の価値を下げ，自分の書を持ち上げること，
また以前の文献を侮の批評もなく引用していく先入達の方法から脱却し，新しい著作方法を作る
ことという少なくとも二つの目的があったのではないだろうか．
　自らの観察結果を拠り所とし，欠落だけを信頼の置ける人物や書物からの情報で補うという
“科学”的な記述をE差すムカッダスィーは，叙述の公正さを期すために法学書の方法を巧みに
取り入れている．その第1はイスナードの利用である．これはハディース（聖伝承）学者・法学
者ばかりでなく歴史家もよく使う方法であるが，ムカッダスィー一は情報の正確さを目差すためは
勿論だが，情報の権威付けや情報の壷任逃れのためにもこの方法を利用したようだ．例えば，ナ
イルan・Ni1の人身御供の古習，　iMuj　tlhid　b．　Yazrdが「洞窟の入達」らしき死人達を見た話など
は情報の権威付けのため，イブン＝アッバースIbn‘Abbas（688年没）が語る潮汐の原照及びコ
ー ランの聖句の説明などは情報の責任逃れのためのイスナード利用と思われる50）．
　その第2は類推qiyasよりも慣用ta‘Erufの多用である。これはムカッダスィーが重視する
方法であり，「私は知識を慣用に基づかせた．」「慣用は私の流儀の基本であり，類推に優先す
る．」と断醤する51＞．特に行政区分に関する闘題にはこの慣用を頻用する．類推ではフェルガナ
FarghEnah地方の都となるクバーQubaを単なる町と見なし，アラビア半島州の町々より規模
　　v
の大きいシリァ州の村々を村に入れたことを始め，バビmンBEbilを州名に使わず単なる軍区と
し，スィースターンを独立州とせずにホラーサーン分州の1地方と考え，イスファハーンIsfah伽
をファールス州ではなくジバール州に入れたこと，更にはガルジスターンGharj　ash－S塩rをバ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v　　　　　　　v　　　
ルフ8alkh地方から独立した準地方とし，フーズィスターン州を従来の7地方としたことなど
　　Vはこの慣用に蓋つくのである52＞，
V至
　第2の特徴はイスラーム圏の土地を余す所なく区分・整理した地理書を作り上げようとしたこ
とである．この区分こそ彼の書の背骨を形成するものであり，イスラーム地理学では初めての地
理術語の明瞭な使い分けが見られる．
　ムカッダスィーはイスラーム帝鼠を従来の20州から，前述の如くジャズィーラをアクール，マ
“一一 ；ワラー＝アンナフルとホラーサーンとスィースターンとをマシュリク，アゼルバイジャーン・
アルラーン・アルメニアをリハーブとして，アラブ6州と非アラブ8州の計14州に整理し薩した．
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即ち，サーマーン朝の領土をまとめてマシュリク州となし，海を除外し，沙漠を番外としたので
ある．海や沙漠は本来の羅住地でないので外したのだろうが，通例の3州を単に当時の政治状況
を基に1州としたことにはかなりの無理が感じられる．政治的統一体を尺度に据えると，アラビ
ア半島州は，彼自身が言明しているように，ファーティマ朝，ズィヤード朝，ブワイフ朝などに
分割統治されており，1州とは見なせなくなる53）．このように彼の14イクリーム（州）区分は必
ずしも客観的なものとは言えず，サーマーン朝へのおもねりや，伝統的な7イクリーム（気候
帯）概念の影響も感じさせる．
　とは書え，この区分は彼の熟慮の産物で，イスラーム圏が西のアラブ圏と東の非アラブ圏に分
けられ，対称形をなしている、即ち，前者にルーム海で分けられるマグレブ（北アフリカ）とア
ンダルスという双頭からなるマグリブ（西方）州があれば，後者にはジャイフーンJay嫌n（オ
クサス）川でハイタルHaytal（トランス＝オクスィアナ）とホラーサーンの2部に分かれるマシ
ュリク（東方）州があり，後者の番外ファールス沙漠（イラン大沙漢）に対して，前者の番外に
はアラブ沙漠（シリア沙漠）が置かれている54＞．
　各州は複数の地方1〈itrahや準地方na摯iyahに分けられ，各地方は一つの都qa鋒bahと複数の
町mad1nah，　sew　yustEq，村qaryahなどを有し，準地方も多くの場合複数の瞬を有する．そして
地方“都”のどれかが州都mi＄rを兼ねる．州都は還常一つであるが，アラビァ半島とマグリブ
とマシュリクにはそれぞれ二つある．アラビアはメッカとザビードZabid，イラークはバグダ
ー ド，アクールはモースルal－Mawsil，シリアはダマスクス，エジプトはフスタート，マグリブ
はカイラワーンal－QayrawEnとコルFバQurtubah，マシュリクはサマルカンドSarnarqandと
Ira簸shahr（ニーシャープール），ダイラムはShahrastan（ゴルガーンJurjan），リハーブはアル
　　V．■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V
ダビールArdabll，ジバールはハマザーンHamadhan，フーズィスターンはアハワーズ，ファール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v
スはシーラーズ，ケルマーンはスィールジャーンas－SirajEn，スィンドはマンスーラal－A（an§urah
である．彼は州都を君主，地方“都”を侍従または司令富，町を兵士に喩え，州都を州の最高権
力者が居住し，官庁が集まり，地方長官達が叙任される所で，州の町々が帰属する所と定義す
る55＞．また，町は説教壇を有し，通常はモスクの他，市場や城塞などを莫えている所である56）．
　更に，特殊な土地区分として，軍区jund（軍人使用），登録地‡ass司と非登録辺境地thaghr・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V　　V
takhm彗araf（行政官），“地区”‘amal（財政官），寒冷地与urOd・ma灘idと炎暑地jur麟（地
v
理家），地区mikhlatf（イェーメン人），自治区ramm（クルド人）も使われており，シリアはま
　　　　　　　v
た通常の地方区分の他に，風土によって海岸・山岳・漢谷・沙漠周辺の4地帯にも分けられてい
る．
　ムカッダスィーはこうした区分・整理を徹底させ，どの場所も曖昧なままでは済ませなかった．
その結果，時には慣用によってさえ処理できないものがあり，苦心している．例えば，範躊が定
かでない土地の場合，軍区もないホラーサーンのサラフスSaral〈hsは地方や準地方にはできず，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v
熟慮の末，メルヴMarw地方との一体感により，それに加えたが，一つの町もないフーズィス
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ターンのトスタルTustarは地方に数えている57）．また，帰属がはっきりしない土地の場合，ハ
イタルかホラーサーンかが曖妹なホラズム地方は，両者とは別個に『ジャイフーンとその流域』
の項を設けて扱い，シリア・ヒジャーズal一耳ijaz・エジプ5間で帰属がもめるアィラWaylahは，
シリアとの一体感を採り，その一部とする58）．
　前後するが，彼の徹底化は辺境の扱いにも現れ，タルタスTarsasはこの書の執筆時にはビザ
ンティン領になっていたので，豊富な情報を有しながらも記述の対象から外している59），
VII
　第3の特徴は文体・表現・語彙に気を配ると共に，各地の特色khasa’i§・奇事‘瞬’ibをも取
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り入れて，文学作品に仕立て上げようとしたことである．
　まず，前述の如くイスラーム法学などからイスナードの方法を取り入れたが，文学からもこの
書の文体にサジュウ体を取り入れたのである．サジュウ体はコーランに現れる文体であるが，次
第に一般の文章にも用いられ，書物の巻頭や巻尾を飾る文体となった．彼はジャーヒズと岡様，
この文体を本文にまで広げた，例えば，前述した彼の諸州遍歴の記事の文は「…fa－qad　tafaqqahtu
wa－ta’addabt　wa－tazahhadtu　wa－ta‘abbadt　wa－faqqahtti　wa／addabt　wa－khaもabtu　‘ala　l－
v
manabir　wa－’adhdhantu‘ala　1－mantt’ir　wa－’amamtu　fi　l－mas翫jidi　wa－dhakkartu　fi王一jawEmi‘i
　　　ny　　　　　　　　　v　NV　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v
wa－khtalaftu，ila　I－madEris　wa－da‘awtu　fi　1－mabaEli　wa－takallamtu　fi　l・majEl｛s　wa．’aka1£u
　　v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
ma‘a§一額f1yati　1－har瓢’is　wa－ma‘a　1－1〈hEniqE’iyina　th－thar翫，id　wa－ma‘a　n－naw践tiyi　1－‘a§E，id
　　　　　　　　　　　　漏　　　　　　　　　　　　　　　　　　v　　　　　　　　　　　　　　　　　　K＿■．v　　　　　　ww　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旧…“
wa－turidtu　fi　l－1ay瓠i　mina　l－masajiid　wa－sibtu　fi　I－bar璽　wa－tihtu　fi＄§a葦聖茎wa一鉾daqtu
fi　1－wara‘i　zamana　wa－’akaltu　1－baraml‘iyanet　wa一ξa単ibtu‘ubb翫da　labah　iubnEn　wa－kh諭罎u
　　　　　　　　　it－’一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　＝　＝：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　　　　　　　　　　N．．．．
填nani　s－sul腰録…」となっている6°）．しかし，こうした脚韻を合わせるために無理をしている箇
所もある．例えば，フーズィスターンのアスカルal－‘Askarやケルマーンの概要の項では適語を
使えず，イラーク及びシリアの概要の項では一E’1？　Eと変え，ダイラムの州都シャフラスターン
やリハーブの町バドリースBadlisの項では格を無視している61）．
　次いで，簡潔な表現を用いて文を引き締めた上，余分なことは言及しなかった．アハワーズの
「そのモスクには尊厳がない．」（序文の説明によれば「そのモスクは示し合わせて集まって来る
悪漢・騰民・放蕩者の集団でいつも満たされ，入々は礼拝時も座り込んだ者達から解放されない．
それは乞食共の住まい，不敬な輩供の巣である」の意），シーラーズの「taylasan（法学番や名士
などが着けるスカーフ）をした人々は何の威光もない．」（同じく「‡aylasEnは高貴な者も卑しい
者も学のある者も学のない者も着けるものである」の意）を始め，至る所に簡潔表現を用いてい
る62）．また，イラークのフルワーン耳ulwEn地方の跡々は「小さく，荒廃しており，述べるに
儲しない．」と片付け，マグレブのイフリキヤIfrlqlyah（現在のテユニジア）地方の町の一部，
ジャイフーンの諸分流，ホラーサーンのヘラー一トHlirE＃地方の諸“地区”などは，「述べると長
くなる」として言及していない63）．
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　更に，各州で特有な語を使い，正確さを期すと共に，文にアクセントを付けようとした．例え
ば，イラークでは典‘idan（Jli上へ）にzaq翫fan，　munhadiraR（川下へ）にsllab翫lan，アンダル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V
スではbust臨（庭園）にmunyah，　rustEq（郷）にiqllm，フーズィスターンではdUIEb（水車）
にna‘Urahという語を謂いている64）．これに関連して第1部の『名前とその相違の叙述滋の章に
は，舟・革なめし工・食料品商など，諸州での呼び名が異なる類似の物事の一一一ee表が挙がってい
る65）．
　また，アダブとしての地理書には欠かせない「各地の特色・奇事」も巧みに挿入する．「各地
の特｛製の典型は「最も洗練された州はイラークである．そこは心を最も軽くし，精神を最も鋭
くし，衣食住が足りれば，魂は最も寛ぎ，思考が最も冴える所である．最も誉れがあり，果物が
最も豊富で，学識・栄誉・寒さが最も多い州はマシュリクである．……」という『諸州の特色の
叙述』の章や，各州の概要中に述べられる特微の項目である66）．そして，「奇事」としては『海洋
と河絹の叙述』の章中の裸の女正，セイロンSarand1b農のアダム峰，樟，　ar－Raml（スマトラ）
島の蘇枕などの記事や，各州の諸事情の中に述べられたもの，中でもar－Raqim（コーラン中の
説話）に関する伝承，双角主の堰・洞窟の人達（同じく，共にコーラン中の説話）についての探
険談，ナイルの水源探索の逸話などが挙げられる67）．
　その他，サジュウ体の使用と並んで，この書をより文学作品たらしめる要素としては，韻文を
随所にちりばめたことや，「……とは何かを何が汝に知らせるか」というコーランに現れる言い圏
しを繰り返し利用したことなども挙げられる68）．
VII至
　尚，本論たるイスラーム帝国14州の地誌は，実際には，各州毎に概要；特徴，土地区分，主要
都市の概観など，諸事情：風土と特異集団，宗派・学派とコーラン読説法，雷葉，交易，特産，
度量衡と通貨，風習，水，鉱物，霊場，奇事，統治，穣税など，そして道程を記し，バルヒー学
派の従来の地誌よりも多項目に亙り，より体系だっている．但し，各州の特徴の後に付されてい
る彩色の地図は，現存のもので見る限りはイスタフリーの地図と余り変わらず，ムカッダスィー
の独自性が出ていない69），
　そして，君主・高官には各州の土地区分・統治・租税・道程といった行政に不可欠な知識，法
官・法学老には各州の宗派・学派・コーラン読請法，敬神者・篤信者には更に霊場，庶民・名士
には各州の特徴・奇事など，旅人には言葉・風習・水・道程，商入には加えて交易・特産・度量
衡と通貨といった知識を供給し，ムカッダスィーは従来あまり罵立たなかった記述地理学の地位
の向上に努めた．
IX
『諸州の知識に関する最良の区分の書』は彼の多年に亙る旅行を通じて集めた3種の情報，中
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でも自己の観察に拠るものを基礎に置き，且つ法学に対する造詣の深さを利用した科学的地理書
である．と岡時に，言語に関する非凡な才能を生かして，種々の文学的技巧を凝らした一流の文
学作晶でもある．
　内容はバルヒー学派の特徴たるイスラーム圏だけの地誌であるが，各州の概要に晃られる完壁
なまでの土地区分は，各州の諸事情に見られる多彩な項目区分と共に，この書のタイトルの正し
さを証明する．
　ここにおいて，administrationの地理学として幽発した「諸道と諸国の学」は，地理学のad－
ministrationに達したと言えよう．
　以後，この記述地理学では，西イスラーム圏のアンダルスにバクリーal－Bakri（1094年没）の
著名な世界地誌『諸道と諸圏の謝（但し机上の塵物）が現れもしたが，ムカッダスィーの書以
上に体系だった有機的な地理書は，イスラーム圏の東西を問わず遂に生まれることはなかった．
　惜しむらくは，現在，この『諸州の知識に関する最良の区分の書』の後世への影響が殆ど分
かっておらず，筆者の知る限りでは，ヤークートYaqitt（1229年没）やハーッジー＝ハルファ
H践jlΣ1〈halifah（1658年没）カsこの書に幾分か言及している位である7°》．
　　　v
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48）イラークの地租P・　133，アハワーズの地租P・　4118，イエーメンの諸mikhlgf　PP．　88－92．カアブの意見P．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　13，ハルカンド海域PP．13－14．
49）ジte・一一ヒズとイブン竺本ルダーズベPP．　4－5．イブン＝アルファキープPP，4，241．ジャイハー一・＝＝・・－PP，4，
　　241．　ノくノレヒーP．4．
50）ナイルの入身御供P。2e7，洞窟の人達PP・153－154．潮汐P．124，コーランの聖句（106章2簸と4節）
　　P．95．
5玉）p．115とp．387。その他pp．32，155，272，310等．
52）クバーP。272，シリアの村々PP．155，176．バビロンP．115，スィースターンP．260，イスファハーンP．
　　388，ガルジスターンP．　310，フーズィスターンP．404．彼は慣用に準ずるものとして，ハナフィー学派
　　のist恥s百n（裁最）も用いる（pp．156，313）．
53）彼の言P．　104，フr．一一ティマ朝がヒジャーズ，ズィヤー一　V朝がイェーメン，ブワイフ朝がオマーンを支
　　配．
54）彼はmashriq（東方）とsharq（東）．　maghrib（礪方）とgharb（西）とを餐々区別し，　masbriqとは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　サーマーン朝の領土．sharqとは更にファールス，ケルマーン，スィンドを含めたもの，　maghribとは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　1州の名，gharbとは更にエジプトとシリアを加えたものとする（p．　7）．
　　　　　　　　
55）喩えPP．47，91，156，405。定義P．47．
56）説教壇藤脊p．193．陶には門・広場・隊商宿などもある．
57）サラフスPP．312－313，トスタルP。405．
58）ホラズムP．284，アイラP．179．
59）rルーム入の手にあるから記述を雀いた」（p・152）・965年にビザンティン側が奮取．
　　　補足：宗教関係では一般的な7分説に替わり4分説（イスラームの法学派・神学派・分派・被謹宗教，
　　etcは各四つ）を採るという特徴もある．
60）註18参照．
61）アスカル‘Askar　Mukr段m　P　410（「酒」1こ9thEmギ罪」を使用），ケルマーンP．　459（「舟にdiqEl　r帆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　桁」を使用）．イラークP．113，シリアPP・151・－152．シャフラスターンP・　358（対“格に主格形を使用），
　　バドリースP．377（属格に主格形を仙用）．
62）アハワーズのモスクP．　410（説明P・7），シーラーズの専aylsEn　P・429（説明P・7），
63）フルワーンの町々P．123，イフリキヤの町の一部P・228，ジャイフーンの諸分流P・293，ヘラートの諸地
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　　区P．309．
64）　zaqEfan・shabElan　pp．124，31，　munyah．iqlim　p．235，　n翫覧rah　p．411。
　　　　　　　
65）PP．30－32，舟の名が36，革なめし工と食料品商の呼び名が各々5通り．
66＞　弓；用p。321．16－p．331．2．
67）裸の女王～蘇栃PP，13－14，　ar－Raqlm　PP．175－176，双角主の堰は註47，澗窟の人達は註50，ナイル水源
　　pp．21－22．
68）韻文PP．160，　332，385，391，　392－393，450，497－498，コーランの欝い回しPP・199，378，410．他に譲述した
　　序章の初めの比喩など．
69）或いは原形を留めていないのかも知れない（工H．Kramers：Analecta　Orientalia，　vol．1，　Leiden，1954，
　　P．　180）．
70）Y師tは註23・胸ji　ISh！・lif・・KI〈・EhLf　・4－lunU・　‘・n　A・蕊ml・1－K蜘b　w・’1・F・nfi…d・G・恥9・1…1・
　　1，Leipzig，　1835，　PP，167－168．その他a1－QazwEni（1283年1斐）もこの書と考えられるものに触れている
　　（AthEr　a1－BilEd　wa　AkhbEr　al－‘IbEd，　Beirut，1969，1）．161）．但し，ムカツダスィー（バッシャー婆一）か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　らのlI用はY醗颯t・ai－Qazxvrnlの爾前掲書他に数多く見られる．
　〔付記コ　『諸州の知識に関する最良の区分の書』は難解なこともあって，現在まで全訳がない。部分訳とし
てはJ．Gi｝demeisterによるシリアの章の大半の独訳（Zeitschrlft　des　Deutschen　Pa1おs£ina－Vereins畷，　Bonn，
1884），G．　le　Strangeによるシリアの章の英訳（London，1886＞，　G，S。A．　Ranking及びR．　E　Azooによるエジ
プトの章の概要までの英訳（B三b王iotheca　Indica，　Calcutta，1897－1910），　Ch．　Pellatによるマグリブの章の仏訳
（Blblioth輌ue　arabe・frangaise班，　Alger，1950），　A．　Mique1による序論の大半とシリアの章の仏訳（Damas，
1963）などがある．また，前記の趣mad　AbU　Sa‘dの書（註16参照），至．Y．　Xr翫chkovsk＞・の：書（誰24参照），
J．薮．　KramersのAnalecta　Orientalia（註69参照）の他，　A．　SprengerのDie　Post－und　Reiserouten　des　Orie雛ts
（Leipzig，1864），　A．　MezのDie　Renaissance　des　lslams（Heidelberg，1922），」．　F登ckのArabiya，　Untersuch－
ungen　zur　arabischen　Sprach－und　Stilgeschichte（Berlin，1950），　A．　MiguelのLa　g60graphie　humaine　du
monde　musulman　jusqu，amnilieu　du　lle　si壱cle‘Paris，1967），珪usayn　Mu，nisのal－Muqaddas1（a1－‘ArabΣ，　no。
94，　al－1〈uwayt，　Sept．　1966）などがこのムカツダスィーの書をかなり詳しく扱っている．
簸8
